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Et画出品誼比重

重
点
分
野
は

「
子
育
て
教
育
』

• 
A" ...... 

MARUHA NICHIRO 

株式会社マル八二チロ食品

白鷹工場

コ
雇
用

• 
産
業
」

「
地
域
』

議会だよりしらたか第114号@

あゆかい保育園の入園式側マルハニチ口食品白鷹工場

深山の地域づくり(のどか村まつり)山口の地域づくり(農業体験学習)

-
定
例
議
会
は
、

3
月
5
日
か
ら
日
日
ま
で
の
日
日
間

の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

-
本
議
会
に
提
出
さ
れ
た
主
な
議
案
は
、

①
一
般
会
計
予
算
沌
億
3
7
0
0
万
円

(
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
総
額

1
3
5
億
7
6
8
8
万
円
)

②
白
鷹
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
設
定
な
ど
条
例
5
件

③
平
成
お
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど

審
議
の
結
果
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

-

一
般
質
問
は
2
名
の
議
員
が
、
広
域
行
政
の
推
進
や

町
民
の
ニ

l
ズ
の
実
現
に
向
け
て
な
ど
の
課
題
に
、

論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

-
白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ
ー
な
ど
8
ヶ
所
の
指
定
管
理
者

の
指
定
を
議
決
し
ま
し
た
。

-
原
発
関
連
の
請
願
は
採
択
、
消
費
税
の
増
税
中
止
の

請
願
は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

-
任
期
満
了
の
人
権
擁
護
委
員
に
は
、
高
橋
武
夫
氏
と

小
関
陽
一
氏
を
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。



前
期
に
引
き
続
き
、
議
会
活
性
化
の
た
め
の
調
査
研
究
を
行
う

た
め
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

8
名
の
委
員

に
よ
る
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(Oは
委
員
長
、

O
は
副
委
員
長
)

O
守
谷
丹
吾

O
関
千
鶴
子

菅

原

隆

男

佐

藤

京

一

他の動き

初
日
の
総
括
質
疑
で
は
出
馬

の
態
度
を
保
留
し
て
い
た
町
長

が
、
最
終
日
、
平
成
M
年
度
各

会
計
予
算
が
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
た
後
、
自
ら
発
言
を
求
め

3
選
を
目
指
し
て
立
候
補
す
る

意
向
を
表
明
し
ま
し
た
。

町
長
は
「
荒
砥
橋
の
架
け
替

え
な
ど
は
一
定
の
成
果
は
出
せ

た
。
一
方
、
震
災
を
受
け
危
機

管
理
体
制
の
構
築
や
公
共
施
設

の
老
朽
化
へ
の
対
応
な
ど
に
取

り
組
む
必
要
性
が
あ
る
。
町
政

の
か
じ
取
り
役
と
し
て
、
共
創

の
ま
ち
守
つ
く
り
の
理
念
の
も
と

こ
ん
し
ん

引
き
続
き
ま
ち
守
つ
く
り
に
揮
身

の
努
力
を
し
て
き
た
い
。
」
と

述
べ
ま
し
た
。

臨
時
議
会

行
政
報
告

3 
月
27 
日

• 議会

平
成
M
年
度
の
荒
砥
高
等
学
校
の

入
学
予
定
者
が
船
名
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

今
後
、
町
は
、
平
成
お
年
度
か
ら

総
合
学
科
へ
の
改
編
、
キ
ャ
ン
パ
ス

制
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
な
か

で
、
引
き
続
き
荒
砥
高
等
学
校
の
存

続
の
た
め
、
入
学
者
の
確
保
と
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く

と
し
て
い
ま
す
。

側
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
食
品
仙
台
工
場

は
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
食
品
な
ど
を
製

造
す
る
工
場
で
す
が
、
生
産
機
能
を

平
成
お
年
3
月
末
日
に
閉
鎖
さ
れ
た

側
ニ
チ
ロ
サ
ン
パ
ッ
ク
山
形
工
場
に

移
転
し
、

7
月
か
ら
側
マ
ル
ハ
ニ
チ

ロ
食
品
仙
台
工
場
白
鷹
事
業
所
と
し

て
操
業
を
開
始
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
M
A

年
4
月
1
日
か
ら
は
、
側

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
食
品
白
鷹
工
場
と
し

て
操
業
を
開
始
す
る
と
の
報
告
を
同

社
仙
台
工
場
長
か
ら
受
け
た
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

I1 

4
月
9
日
に
入
学
式
が
あ
り
、
船
名
が

入
学
し
ま
し
た
。

今
野
正
明

小
口
尚
司

遠
藤
幸
一

小
形
輝
雄

3
月
幻
日
に
開
催
さ
れ
た
全

員
協
議
会
で
、

3
月
M
日
に
鷹

山
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
北
側
の
法

面
が
崩
落
し
、
小
学
校
へ
の
町

道
(
鷹
山
小
学
校
線
)
を
ふ
さ

ぎ
通
行
不
能
の
状
況
と
な
っ
た

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
は

①
国
県
へ
の
災
害
の
報
告
を
行

う
と
と
も
に
、
復
旧
工
法
・
迂

回
路
な
ど
に
つ
い
て
検
討
。

②
鷹
山
小
学
校
校
舎
を
使
っ
て

通
常
の
学
校
運
営
を
し
て
い
き

た
い
。

③
通
学
は
、
ス
ク
ー
ル
パ
ス
を

歩
道
橋
の
と
こ
ろ
ま
で
運
行
し

対
応
す
る
。

④
子
ど
も
の
安
全
と
保
護
者
の

安
心
を
第
一
に
学
校
教
育
活
動

が
営
ま
れ
る
よ
う
対
応
す
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

@議会だよりしらたか第114号



点に施策を展開
平成

24年 度

一
般
会
計
予
算
花
億

3
7
8万
円

全
会
一

守谷丹吾委員長135億7688万円
(対前年比6.1%の増)

平
成
但
年
度
予
算
を
、

3
月
ロ
日
か
ら
は
日
の

2
日
間
で
全
日
会
計

を
予
算
特
別
委
員
会
(
議
長
を
除
く
日
人
)
で
審
査
し
ま
し
た
。

菜の花畑にて(こぐわ保育園)

罰論

財
政
規
律
に
留
意
す
る
の
は

当
然
で
す
が
、
積
極
的
な
企
業

誘
致
な
ど
か
ら
得
る
果
実
と
し

て
の
税
収
は
、
大
い
に
推
進
を

は
か
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

平
成
M
年
度
一
般
会
計
予
算

は
「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

理
念
と
し
た
「
安
心
・
安
全
な

く
ら
し
」
「
ひ
と

e
つ
く
り
」
に
対

応
す
べ
き
積
極
的
な
予
算
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
ま
ち
ゃ
つ
く
り
の

種
々
の
課
題
に
対
す
る
堅
実
な

対
応
を
評
価
し
ま
す
。
ま
た
子

育
て
や
産
業
な
ど
予
算
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
危
機
管
理
対

策
な
ど
新
た
な
課
題
に
も
果
敢

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
は
、
大

い
な
る
共
感
を
い
だ
く
も
の
で

す。
最
後
に
、
今
後
予
定
さ
れ
て

い
る
町
長
選
挙
へ
の
再
出
馬
の

意
志
を
本
議
場
で
明
ら
か
に
さ

れ
る
こ
と
を
希
望
し
、
賛
成
討

論
と
い
た
し
ま
す
。

議会だよりしらたか第114号。

平
成
M
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
、
総
額
花
億
3
7
0
0
万

円
と
示
さ
れ
ま
し
た
。
時
勢
か

ら
す
れ
ば
前
年
度
比
似
%
増
の

積
極
予
算
と
い
え
ま
す
。

施
政
方
針
で
、
重
点
分
野
を

「
子
育
て
・
教
育
」
「
雇
用
・
産

業
」
「
地
域
」
の
3
分
野
と
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
た
い
へ
ん

広
く
奥
深
い
も
の
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

特
に
、
「
少
子
高
齢
化
」
に
ど

う
具
体
的
に
対
応
し
て
い
く
の

か
が
課
題
と
思
い
ま
す
。
子
育

て
支
援
な
ど
は
、
他
に
一
歩
先

ん
じ
て
施
策
を
講
じ
て
い
る
こ

と
を
評
価
し
ま
す
。
ま
た
、
中

学
校
の
統
合
を
着
実
に
す
す
め

る
に
は
、
方
針
を
明
確
に
す
る

こ
と
で
、
不
安
を
な
く
す
効
果

も
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

さ
て
、
歳
入
の
面
で
は
徴
税

収
入
が
税
制
改
正
に
よ
り
増
収

が
見
込
ま
れ
て
は
い
ま
す
が
地

方
交
付
税
の
前
年
比

1
億

9
0
0
0
万
円
の
減
額
な
ど
で

厳
し
い
環
境
に
あ
る
こ
と
は
歴

然
で
す
。



つながりを視

平成~年度各会計当初予算
会計名 予算額

一般会計 78億3700万円

十王財産区 36万円

特 下水道 5億2009万円

別 国民健康保険 16億2337万円
JZEミh 農業集落排水 1億4312万円

計 介護保険 15億1288万円

後期両齢者医療 1億4147万円

水 道
収益的支出 2億9811万円

{t 資本的支出 1億7916万円

業
病 院

収益的支出 11億4620万円

dZh 3Z 資本的支出 1億4182万円

計 収益的支出 3330万円
訪問看護

資本的支出 O 

総 額 135億7688万円

総額

※万円未満は端数を整理しています。

ゐ
桝

叩
蹴
儲

平
成
M
年
度
は
、
未
曾
有
の

被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大

震
災
、
か
つ
て
な
い
急
激
な
円

げ
ん
か

高
な
ど
現
下
の
経
済
情
勢
な
ど

を
ふ
ま
え
「
共
創
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
理
念
の
も
と
、
引
き
続

き
人
づ
く
り
を
中
心
に
据
え
重

点
分
野
を
「
子
育
て
・
教
育
」

長
コ
一
雇
用
・
産
業
」
「
地
域
」

3
分

町
野
と
し
て
、
特
に
人
と
人
と
の

比
「
紳
」
、
地
域
の
「
連
帯
」
資

顧
源
の
「
循
環
」
な
ど
の
「
つ
な

佐
が
り
」
を
視
点
に
施
策
を
展
開

し
、
第
5
次
白
鷹
町
総
合
計
画

の
実
現
に
向
け
た
歩
み
を
着
実

に
進
め
、
「
笑
顔
か
が
や
き
心

か
よ
う
美
し
い
ま
ち
」
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
・
安

全
な
く
ら
し
を
第
一
と
し
て
生

活
と
福
祉
の
向
上
、
さ
ら
に
は

次
世
代
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
の
諸
施
策
の
実
現
に
向

け
、
精
一
杯
努
力
い
た
す
所
存

で
す
。

総括質疑
-
震
災
を
ふ
ま
え
た
施
策
は

菅
原
隆
男
議
員

固
因
震
災
を
ふ
ま
え
た
新
た
な
課
題

で
は
、
具
体
的
に
ど
う
事
業
展
開
し
ま

す
か
。

阿
国
防
災
計
画
の
見
直
し
ゃ
消
防
分

署
、
役
場
庁
舎
、
中
央
公
民
館
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み

と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
の
策
定
や

実
証
実
験
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

-
信
任
が
得
ら
れ
た
段
階
で

自
国
今
後
の
町
政
運
営
へ
の
姿
勢
を

明
ら
か
に
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
町

長
の
思
い
を
伺
い
ま
す
。

阿
国
現
在
の
心
境
は
、
平
成
M
年
度

の
各
会
計
予
算
や
各
議
案
が
審
議
さ
れ

そ
の
信
任
が
得
ら
れ
た
段
階
で
、
自
分

の
す
す
む
べ
き
道
を
明
ら
か
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

※
 

.
「
新
し
い
公
共
」

の
観
点

自
国
「
新
し
い
公
共
」
と
い
う
観
点

か
ら
、
共
同
調
理
場
の
民
営
化
の
方
向

性
を
伺
い
ま
す
。

阿
国
共
同
調
理
場
は
、
民
間
委
託
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
形
態
で
ど
う
す
る
の
か
、
働

い
て
い
る
調
理
師
さ
ん
の
課
題
も
あ
り

内
部
で
話
し
合
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

-
図
書
館
を
ど
う
す
る

佐
藤
京
一
議
員

四
阿
幽
役
場
庁
舎
周
辺
の
公
共
施
設
の

再
配
置
計
画
を
策
定
す
る
と
あ
り
ま
す

が
、
中
央
公
民
館
内
に
あ
る
図
書
館
へ

の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

阿
国
中
央
公
民
館
内
に
あ
る
と
い
う

視
点
の
な
か
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
中
学
校
の
統
合
や
荒
砥

高
校
の
存
続
に
向
け
て
の
将
来
性
を
考

え
た
時
に
は
、
そ
の
視
点
も
必
要
と
思

い
ま
す
。

-
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

化
の
検
討
状
況

国
同
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
構
築

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
区
公
民

館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
化
の

検
討
状
況
を
伺
い
ま
す
。

阿
国
お
年
度
は
、
庁
内
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
で
現
状
や
課
題
を
整
理
し

振
興
審
議
会
や
行
財
政
改
革
懇
話
会
地

区
座
談
会
な
ど
で
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
、
時
間
を
か

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
 住

民
も
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者

に
な
る
こ
と
。
行
政
は
住
民
に
場
を

提
供
し
、
信
頼
し
、
権
限
を
移
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

@議会だよりしらたか第1時



|¥ 

歳 入
(町の収入)

/ ¥1 

質金ぜ

中央公民館

地
方
債
の
増

同

国

支
出
に
合
っ
た
収
入
確

保
で
、
地
方
債
が
増
え
て
い
ま

す
。
平
成
辺
年
か
ら
6
年
間
過

疎
自
立
促
進
法
が
延
長
さ
れ
ま

し
た
が
、
震
災
な
ど
の
影
響
で

町
の
計
画
に
変
更
や
留
意
す
べ

き
面
が
で
て
く
る
の
か
伺
い
ま

す。閣
圃
統
合
中
学
校
や
中
央
公

民
館
の
施
設
改
修
で
は
、
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
や
財
政
計

画
の
見
直
し
・
取
り
入
れ
の
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

過
疎
法
の
延
長
の
動
き
が
あ

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
過
疎
債

に
ソ
フ
ト
の
部
分
も
入
っ
て
い

る
の
で
ハ
ー
ド
と
も
連
携
し
て

町
の
振
興
策
を
と
ら
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

束中学校

過
疎
債
の
ソ
フ
ト
部
分
に
充
当

開

目

毎
年
発
生
す
る
費
用
を

過
疎
債
の
ソ
フ
ト
の
部
分
で
歳

入
に
充
当
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

団
圃
地
域
分
権
時
代
の
う
ね

り
の
な
か
で
、
財
源
が
な
い
と

地
域
が
自
立
で
き
な
い
と
い
う

動
き
が
過
疎
債
に
「
ソ
フ
ト
の

部
分
も
含
む
」
と
な
っ
た
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

過
疎
債
の
ソ
フ
ト
部
分
を
充

当
す
る
こ
と
は
起
債
で
後
年
度

負
担
も
出
て
き
ま
す
が
、
単
な

る
財
源
と
い
う
だ
け
で
な
く
自

立
を
す
る
た
め
の
政
策
の
視
点

が
あ
っ
て
の
充
当
で
す
。

年
少
扶
養
控
除
の
廃
止

同

日

個
人
・
法
人
町
民
税
の

税
収
増
の
詳
細
な
状
況
を
伺
い

ま
す
。

閣
圃
個
人
町
民
税
で
は
、
こ

ど
も
手
当
と
の
関
連
で
年
少
扶

養
控
除
が
廃
止
な
っ
た
か
ら
で

す
。
法
人
町
民
税
は
決
し
て
景

気
が
大
幅
に
回
復
し
た
状
況
で

は
な
く
、
お
年
度
並
み
と
い
う

状
況
の
な
か
で
当
初
予
算
比
の

比
較
で
み
る
と
お
・
6
%
増
と

い
う
こ
と
で
す
。

臨
財
債
が
増
え
る
と

開

目

ぜ
時
財
政
対
策
債
が
増

額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
交

付
税
の
今
後
の
行
方
が
心
配
さ

れ
ま
す
が
、
臨
財
債
の
活
用
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
ま
す
か
。

圃
圃
臨
財
債
は
、
本
来
は
地

方
交
付
税
で
交
付
さ
れ
る
べ
き

と
思
い
ま
す
。
返
済
は
交
付
税

の
基
準
財
政
需
要
額
で

1
0
0

%
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
地
方
財

政
計
画
で
そ
の
他
の
財
政
需
要

額
が
地
方
交
付
税
と
し
て
算
入

さ
れ
る
の
か
は
非
常
に
心
配
な

と
こ
ろ
で
す
。

発
行
額
が
増
え
れ
ば
公
債
費

の
返
済
が
増
え
て
総
枠
は
変
わ

ら
ず
と
な
れ
ば
、
当
然
町
の
財

政
運
営
は
厳
し
く
な
る
と
予
測

さ
れ
ま
す
。

※ 

国が地方交付税として交付すべき財源が不足した場合に、自治体(町)自らに地方債(借入金)を発行させる。

町税 14%

'. 
町債(借入金)

16% 

分担金
使用料
2% 

県支出金
7% 

国庫支出金
6% 

平成24年度一般会計収入予算一覧

歳入(町の収入. 予算額

町 税 11億2986万円

地方交付税 35億7100万円

国庫支出金 4億6307万円

県 支 出 金 5億5275万円

分担金・使用料 1億7707万円

町債(借入金) 12億7250万円

そ の 他 6億7075万円

メ口』 計 78億3700万円

議会だよりしらたか第1晴@

※万円未満は端数を整理しています。
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歳 出
(町の支出)

1/ 

回

目

防
災
計
画
の
見
直
し
と

あ
り
ま
す
が
3
・
円
東
日
本
大

震
災
の
時
、
白
鷹
町
は
ど
の
よ

う
な
問
題
が
起
き
ま
し
た
か
。

閣
圃
一
番
影
響
の
大
き
か
っ

た
の
は
、
停
電
に
よ
り
暖
房
や

情
報
が
遮
断
さ
れ
た
こ
と
と
燃

料
不
足
で
し
た
。

質金ぜ
同

日

限
界
集
落
の
問
題
を
ふ

ま
え
た
防
災
計
画
は
、
今
年
度

中
に
策
定
な
り
ま
す
か
。

閣

圃

9
月
噴
を
め
ど
に
策
定

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一一一一一二二二正三二三 ご一一ーー「ー

白鷹分署西置賜行政組合消防署

防
災
計
画
の
見
直
し

同

国

庁
舎
施
設
策
定
事
業
と

中
央
公
民
館
な
ど
の
再
配
置
計

画
の
整
合
性
は
ど
う
な
り
ま
す

，刀閣
圃
震
災
後
は
、
役
場
庁
舎

や
消
防
分
署
、
中
央
公
民
館
の

配
置
を
再
度
見
直
す
こ
と
と
防

災
計
画
は
共
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

開

固

災
害
で
最
上
川
の
橋
が

通
行
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を

想
定
し
、
川
西
地
区
に
も
準
防

災
セ
ン
タ
ー
施
設
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

圃
圃
羽
越
水
害
や
3
・
1
の

経
験
か
ら
川
西
地
区
に
も
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

開

自

若
い
職
員
を
選
抜
し
将

来
を
見
据
え
た
形
で
の
計
画
を

立
て
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
ど

う
で
す
か
。

閣
圃
こ
れ
か
ら
を
担
う
若
い

職
員
や
、
有
識
者
の
方
々
に
も

参
画
し
て
い
た
だ
き
、
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
の
環
境
整
備
は
連
成

開

固

新
規
事
業
の
地
域
情
報

化
計
画
の
内
容
を
伺
い
ま
す
。

圃
圃
平
成
幻
年
度
の
全
町
光

フ
ァ
イ
バ
ー
の
通
信
網
整
備
に

よ
り
イ
ン
フ
ラ
の
環
境
整
備
は

達
成
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
情
報
化
計
画
は
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
町
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
計
画
を
策
定

し
て
い
き
ま
す
。

町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
は

間

目

エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
証
実
験
事
業
で
、
町
が

力
を
入
れ
た
い
分
野
は
何
で
す

，刀圃
圃
小
水
力
発
電
を
宿
泊
施

設
や
農
業
施
設
に
使
用
で
き
な

い
か
、
産
業
や
省
エ
ネ
に
結
び

つ
か
な
い
か
な
ど
の
実
証
実
験

に
取
り
組
み
ま
す
。

問

自

他
の
市
町
と
比
較
す
る

と
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
す
か
。

閣
園
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
て
い
き
ま
す
。
太
陽
光
発
電

な
ど
は
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

議会費
1% 

総務費
11% 

その他
5% 

平成24年度一般会計支出予算一覧

歳出(町の支出1] 予算額

議 会 費 1億 371万円

総 務 費 8億8477万円

民 生 費 25億6180万円

衛 生 費 5億2145万円

農林水産業費 4億4565万円

商 工 費 2億2128万円

土 木 費 8億8152万円

教 育 費 8億1082万円

公 債 費 10億 804万円

そ の 他 3億9796万円
i口』 計 78億3700万円
※万円未満は端数を整理しています。

@議会だよりしらたか第1時



ト¥ / 

歳 出
(町の支出)

レ/ ¥ 

民

生

費

統
合
保
育
園
の
職
員
は

問

自

統
合
保
育
園
の
保
育
士

な
ど
の
確
保
は
ど
う
な
り
ま
す

《
M周

囲
基
本
的
に
は
民
設
民
営

で
職
員
の
確
保
な
ど
は
原
則
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
す
。

数
年
は
、
町
の
保
育
士
と
社

会
福
祉
協
議
会
が
採
用
す
る
保

育
土
が
保
育
に
あ
た
る
と
考
え• 4・-ー.L ，1.-.c-... IIL，.--" 

げんきな子どもたち(こぐわ保育園)

安
心
し
て
住
み
続
け
る
た
め
に

て
い
ま
す
。

開

固

現
在
、
有
限
会
社
ケ
イ

エ
ス
し
ら
た
か
か
ら
派
遣
し
て

い
る
保
育
士
の
対
応
を
町
で
は

ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

閣
圃
保
育
の
質
を
確
保
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
、
継
続
し
て

保
育
に
従
事
し
て
も
ら
う
の
は

重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

採
用
と
な
れ
ば
社
会
福
祉
協

農
林
水
産
業
費

経
費
の
削
減
は

関

目

土
地
改
良
区
の
合
併
に

よ
る
経
費
の
削
減
は
、
期
待
が

大
き
い
訳
で
す
が
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

圃
圃
合
併
し
て
1
年
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
役
員
数
は

弘
人
か
ら
日
人
へ
総
代
は
何
人

か
ら
位
人
に
な
り
ま
し
た
。

経
常
経
費
は
印
ア
l
ル
当
た

り
3
0
0
0
円
に
な
り
、
経
費

削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

議
会
の
考
え
方
に
委
ね
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

特
定
検
診
の
受
診
率

関

目

特
定
検
診
の
受
診
率
が

お
年
か
ら
辺
年
に
か
け
て
下
が

っ
て
き
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す

か
。
ま
た
、
受
診
率
の
改
善
策

は
あ
り
ま
す
か
。

団

圃

ω歳
か
ら
日
歳
の
受
診

率
が
低
い
で
す
。
内
臓
脂
肪
型

安
心
・

肥
満
に
着
目
し
た
検
診
が
女
性

心
理
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え

て
い
る
の
か
を
検
証
し
、
検
診

の
必
要
性
を
頻
繁
に
啓
発
し
て

い
き
ま
す
。

通
所
の
た
め
の
支
援

閣すス 目
晴|。給 目
ー 付ー
就事障
学業が
時 の い
前内児
の窓桓

でを祉

g R ? 
がまビ

安
全
で
豊
か
な
生
活
を

6
次
産
業
化
を
ど
う
考
え
る

同
国

6
次
産
業
の
基
本
は
あ

く
ま
で
も
農
業
で
あ
り
、
農
業

に
付
加
価
値
を
与
え
農
業
者
自

ら
儲
か
ら
な
け
れ
ば
町
の
産
業

と
し
て
成
り
立
た
な
い
と
思
い

ま
す
。農

業
者
に
メ
リ
ッ
ト
を
与
え

る
こ
と
を
基
本
に
し
た
具
体
的

な
事
業
を
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

閣

圃

6
次
産
業
化
支
援
事
業

は
、
基
本
的
に
は
農
業
者
に
対

し
て
公
募
す
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
農
業
者
が
、
単
独
で

ま
た
は
商
工
業
者
と
連
携
し
て

取
り
組
む
事
業
に
支
援
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
妊
牛
制
頭
を
導
入

問
国

創
意
工
夫
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
支
援
事
業
は
補
助
事
業
で
酪

農
の
方
に
対
し
て
だ
と
思
い
ま

す
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

国
国
こ
の
事
業
は
県
の
メ
ニ

ュ
ー
で
、
昨
年
度
か
ら
の
継
続

で
白
鷹
町
酪
農
組
合
が
事
業
主

体
と
な
り
初
妊
牛
仏
頭
を
導
入 発

達
状
況
に
応
じ
て
受
け
る
サ

ー
ビ
ス
、
肢
体
不
自
由
な
子
ど

も
の
医
療
・
通
園
す
る
場
合
の

サ
ー
ビ
ス
、
就
学
し
て
い
る
子

ど
も
の
放
課
後
の
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
へ
の
通
所
の
た
め
の
支

援
で
す
。

議会だよりしらたか第114号。

す
る
も
の
で
す
。
酪
農
業
の
生

産
基
盤
の
確
保
や
消
費
者
の
求

め
る
安
全
安
心
な
生
乳
を
生
産

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る

も
の
で
す
。

当町で盛んな畜産業



一一

商

費

町
内
消
費
の
拡
大
と
活
性
化

工

住
宅
需
要
拡
大
促
進
事
業
は

問

自

住
宅
需
要
拡
大
促
進
事

業
は
、
前
年
度
同
様
の
内
容
で

実
施
し
ま
す
か
。
ま
た
、
変
更

点
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

国
国
平
成
お
年
度
は
、
新
築

印
万
円
、
増
改
築
鈎
万
円
を
上

限
に
工
事
費
の
叩
%
の
給
付
金

を
交
付
す
る
と
い
う
も
の
で
し

た
平
成
M
年
度
は
、
そ
の
一
部

を
拡
充
し
て
エ
コ
関
連
の
工
事

を
採
用
し
た
場
合
、
一
律
、
新

築
却
万
円
、
増
改
築
印
万
円
の

町 E 他e

司~ 一司宅 三

フー~....~，主主主サ

例年にない積雪での除雪

加
算
を
す
る
こ
と
で
、
工
事
需

要
の
拡
大
、
エ
コ
推
進
、
環
境

に
や
さ
し
い
暮
ら
し
へ
の
誘
導

を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
に
利
便
性
を

関

目

一
人
暮
ら
し
の
老
人
が

増
え
て
い
る
な
か
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
は
一
人
暮
ら
し
の
人

に
は
使
い
に
く
い
と
の
話
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
食
料
品
な
ど

の
買
い
出
し
に
タ
ク
シ
ー
を
使

っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

現
状
が
あ
り
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
の
送
迎
や
移
動
販
売
車

の
復
活
な
ど
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
か
。

国
国
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
実
施
後
、
商
工
会
商
業
サ
ー

ビ
ス
部
を
と
お
し
、

mm
の
参
加

事
業
所
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
結
果
、

5
0
0
円、

1

0
0
0
円
券
に
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

高
齢
者
支
援
と
し
て
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
の
送
迎
、
移
動
販
売
車

の
復
活
な
ど
に
つ
い
て
は
協
議

し
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

土

木

費

除
雪
体
制
の
検
証

問

自

今
年
の
豪
雪
を
災
害
と

い
う
視
点
で
と
ら
え
た
と
き
の

対
応
や
今
シ
ー
ズ
ン
の
除
雪
体

制
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

閣
圃
今
年
度
か
ら
除
雪
運
行

管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ

と
で
、
除
雪
車
の
位
置
や
作
業

状
況
な
ど
が
、
画
面
で
す
べ
て

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
豪
雪
で
し
た
が
車

の
流
れ
や
作
業
状
況
を
見
な
が

ら
的
確
な
指
示
が
で
き
、
除
雪

運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
の
有
効
活

用
に
よ
る
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
事
務
作
業
は
シ
ス

テ
ム
か
ら
印
刷
さ
れ
た
も
の
が

調
書
と
な
り
チ
ェ
ッ
ク
が
容
易

に
な
り
ま
し
た
。
時
間
外
勤
務

が
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

同

国

以
前
、
通
信
障
害
地
域

で
は
デ
ー
夕
、
が
な
い
の
で
、
手

修
正
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
そ
の
部
分
に
関
し
て
は

改
善
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

岡
国
当
初
、
電
波
の
乱
れ
か

ら
除
雪
車
の
位
置
が
確
認
で
き

な
く
な
る
事
例
が
多
く
発
生
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
少
し
ず

つ
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
行
い
完

全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
き

な
支
障
は
出
て
き
て
お
り
ま
せ

ん。

Ai--l 
白鷹町商工会事務所(産業センタ一)

間

目

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
自
信

を
持
っ
て
他
市
町
村
に
も
勧
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

団
圃
除
雪
運
行
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
よ
り
、
除
雪
管
理

業
務
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
有

効
に
機
能
し
て
い
ま
す
。

各
市
町
村
の
実
態
な
ど
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
自
信
を
持

っ
て
勧
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

ぺ白
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歳 出
(町の支出)

/ ¥ 

質金ぜ
教

育

費

学
校
給
食
共
同
調
理
場
の

民
営
化
は

間
目

学
校
給
食
共
同
調
理
場

の
民
営
化
を
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を

も
っ
て
い
ま
す
か
。

圃
圃
第
四
次
行
財
政
改
革
大

綱
に
は
お
年
度
民
営
化
と
あ
り

ま
す
が
、
現
在
の
職
員
の
問
題

な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
何
年

か
伸
ば
し
て
実
施
し
た
い
と
考

『
学
び
、

集い、

笑
顔
か
が
や
く
白
鷹
人
』

え
て
い
ま
す
。
民
営
化
の
内
容

は
、
栄
養
士
業
務
を
直
営
と
し

調
理
・
運
搬
・
仕
入
れ
業
務
な

ど
は
民
営
化
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

白
鷹
学
講
座
の
今
後
は

間

目

白
鷹
学
講
座
は
す
ば
ら

し
い
と
思
い
ま
す
が
、
参
加
者

の
増
加
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
考

え
ま
す
か
。

閣
圃
白
鷹
学
講
座
は
企
画
委

ドック室と新しくなる装置(白鷹町立病院)

|¥ 

特別会計
企業会計

1/ 

員
会
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
町

民
の
方
々
の
学
習
意
欲
に
こ
た

え
る
手
段
と
し
て
有
効
な
方
法

と
思
っ
て
い
ま
す
。
委
員
に
若

い
メ
ン
バ
ー
も
入
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
そ
の
若
い
人
と
一
緒

に
輸
を
広
げ
る
方
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
で
す
。

東
陽
の
里
グ
ラ
ン
ド
の
人

工
芝
化
の
工
期
は

同

日

東
陽
の
里
グ
ラ
ン
ド
の

の
育
成

人
工
芝
化
の
工
事
開
始
と
工
事

期
間
は
ど
の
ぐ
ら
い
で
す
か
。

閣

圃

4
月
に
実
施
設
計
、

6

月
ま
で
に
工
事
の
入
札
を
行
い

議
会
の
承
認
を
得
た
後
に
工
事

と
な
り
ま
す
の
で
6
月
末
ぐ
ら

い
か
ら
9
月
い
っ
ぱ
い
の
工
期

と
考
え
て
い
ま
す
。

病

院

会

計

地
域
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
福
祉

介

護

保

険

最
先
端
医
療
と
病
院
の
す
す

む
べ
き
方
向
は

関

目

白
鷹
町
立
病
院
と
し
て

の
最
先
端
医
療
に
対
す
る
考
え

方
と
、
地
方
の
病
院
の
す
す
む

べ
き
方
向
を
ど
の
よ
う
に
考
え

ま
す
か
。

閣
圃
病
気
の
早
期
発
見
に
資

す
る
機
器
は
な
る
べ
く
早
く
更

新
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
デ
ジ
タ
ル
式
X
線
透

視
診
断
装
置
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
医
療
が
必
要
な
方
に

は
大
き
な
病
院
と
も
連
携
し
安

心
・
安
全
の
最
後
の
と
り
で
と

し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
・
各
種
検
診
事
業

も
充
実
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
と
今
後
の
体
制
の

あ
り
方
は

間

目

少
子
高
齢
化
社
会
で
の

介
護
保
険
の
重
要
性
は
認
識
し

て
い
ま
す
。
介
護
さ
れ
る
人
、

介
護
す
る
人
(
雇
用
)
も
含
め

て
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど

う
思
い
ま
す
か
。

閣
圃
介
護
保
険
の
運
営
と
し

て
、
ま
ず
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
の
充
実
を
は
か
る
こ
と
で
在

宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス

を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
て
提

供
し
て
い
く
考
え
で
す
。

今
回
整
備
さ
れ
た
小
規
模
特

別
養
護
老
人
ホ
l
ム
(
マ
イ
ス

カ
イ
中
山
)
も
含
め
充
実
が
は

か
ら
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
お

り
、
そ
の
状
況
を
見
き
わ
め
て

今
後
の
あ
り
方
を
さ
ら
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学校給食共同調理場の作業風景

議会だよりしらたか第1晴⑪



町理冒頭古開
アルカディア財団
への補助金

などに|諸|
総額80億33-2Q万1円|となる

補正の主なもの

-
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

・
鹿
業
体
質
強
化
基
盤
聾
備
促
進
事
業

6
2
3
1
万
円

H

(

測
量
設
計
委
匠
料
)

5

0

0

万
円

・
消
防
団
安
全
対
策
霞
備
整
備
事
業

3
3
4
万
円

・
病
院
経
営
基
盤
強
化
費

3
5
0
0
万
円

・
第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
強
化
補
助
金
(
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
財
団
)
2
0
0
0
万
円

・

束

中

学

校

体

育

館

地

震

補

強

工

事

企

7
7
8
万
円

・

水

覇

地

区

た

め

池

等

整

備

事

業

企

2
7
2
万
円

な
ど
で
す
.

-
財
源
は
、
圏
、
県
支
出
金
、
町
債
な
ど
で
対
応
し
ま
す
.

-
補
助
す
る
理
由

同

目

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
財
団
か

ら
新
組
織
(
第
三
セ
ク
タ
ー
の

法
人
改
革
に
よ
り
一
般
財
団
法

人
)
へ
移
行
す
る
に
あ
た
り
5

0
0
0
万
円
の
融
資
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
が
、
町
は
2
0
0

0
万
円
を
補
助
す
る
と
し
ま
し

た
。
そ
の
理
由
を
伺
い
ま
す
。

閣
圃
財
団
は
、

3
年
間
で
黒

字
化
を
は
か
る
と
い
う
経
営
改

善
計
画
書
を
出
し
ま
し
た
。
町

は
、
財
団
の
経
営
責
任
を
明
確

に
す
る
組
織
体
制
や
財
務
体
質

を
前
提
と
し
、
指
定
管
理
料
の

見
直
し
ゃ
一
定
の
公
的
資
金
の

導
入
を
す
る
こ
と
で
環
境
整
備

を
は
か
る
の
が
最
も
望
ま
し
い

と
の
判
断
を
し
ま
し
た
。

-
理
事
者
の
責
任

問
自

一
般
財
団
法
人
に
移
行

し
た
な
か
で
、
理
事
の
責
任
が

制
度
上
で
明
ら
か
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

閣
圃
理
事
は
、
法
人
に
対
し

基
本
財
産
の
維
持
・
忠
実
・
競

業
義
務
や
利
益
相
反
行
為
の
制

限
な
ど
が
あ
り
、
義
務
を
怠
り

法
人
に
損
害
を
与
え
た
場
合
は

損
害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

-
順
調
に
す
す
む
よ
う
見
守
る

目

白

経
営
改
善
計
画
書
に
は

「
財
団
は
町
(
施
設
の
所
有
者
)

と
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
管
理

者
(
財
団
)
や
施
設
整
備
(
町
)
と

あ
わ
せ
て
考
え
て
も
町
が
真
の

経
営
者
で
あ
る
。
」
と
あ
り
ま

す
が
、
町
長
の
所
見
を
伺
い
ま

す。同
圃
今
ま
で
研
究
・
検
討
さ

れ
た
計
画
書
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ

確
認
し
な
が
ら
、
新
法
人
の
経

営
が
順
調
に
す
す
む
よ
う
に
見

守
っ
て
い
き
ま
す
。

質生ぜ

平成23年度補正予算総括表

会 計 名 補正額 補正後の額

一 般 ~ 計 1億 348万円 80億3320万円

下 水 道 18万円 5億4376万円

特 国民健康保険 企1919万円 16億1589万円
別

農業集落排水 .6.1114万円 1億4210万円
会
計 介 護 保 険 1407万円 14億3441万円

後期高齢者医療 企539万円 1億2929万円

水 道 収益的支出 19万円 2億9715万円
会企

収益的支出 550万円 11億4950万円
計業 病 院

資本的支出 1191万円 1億5834万円

防火水槽(町下地区)

赤坂深山線「深山橋」

⑪議会だよりしらたか第114号

6731万円

150万円

4227万円

334万円

325万円

1258万円

-繰越明許費(平成23年度予算で計上され、凶年度で事業を実施するため繰越するもの)

.農業体質強化基盤整備促進事業

・地籍調査事業(中山地区)

-赤坂深山線道路改良事業

・消防団安全対策設備整備事業

-消防施設整備事業(細野・折居・十王地区の防火水槽改修)

・防火水槽整備事業(大瀬・浅立地区)



小
形
輝
雄
議
員

町
の
交
通
網
と
定
住
自
立
圏
構
想
は

町
長

-
広
域
行
政
を
ど
う
推
進

す
る
の
か

悶

幽

広
域
行
政
の
推
進
に
つ

い
て
、
町
長
の
基
本
的
認
識
を

伺
い
ま
す
。

阿
圏
一
つ
の
自
治
体
だ
け
で

は
解
決
で
き
な
い
問
題
は
、
広

域
行
政
で
の
取
り
組
み
ゃ
定
住

自
立
圏
構
想
と
い
っ
た
政
策
へ

の
取
り
組
み
も
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

最
初
に
広
域
行
政
あ
り
き
で

は
な
く
、
ま
ず
は
自
ら
が
自
立

す
る
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
に
据

え
て
取
り
組
む
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

四

幽

定
住
自
立
圏
構
想
の
課

題
を
伺
い
ま
す
。

阿
国
中
心
市
の
人
口
が
4
万

人
を
超
え
る
こ
と
が
要
件
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
要
件
緩

和
が
必
要
で
あ
る
こ
と
で
す
。

企
業
誘
致
な
ど
で
効
果
が
期
待
で
き
る

圏
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
本

町
の
役
割
を
明
確
に
し
て
、
町

民
へ
情
報
を
提
供
し
、
理
解
を

得
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す。-
荒
砥
橋
の
整
備
計
画
は

困

幽

町
民
の
広
範
な
活
動
を

確
保
す
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
が
必
要
で
す
。
本
町
の

「
広
域
を
促
進
す
る
荒
砥
橋
の

整
備
計
画
」
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

町
圃
最
上
川
に
よ
っ
て
二
分

さ
れ
て
い
る
東
西
地
区
を
結
節

し
、
均
衡
あ
る
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
だ
け
で
な
く
仙
台
、
新

潟
聞
の
最
短
ル

l
ト
で
あ
り
広

域
交
流
の
重
要
な
路
線
で
す
。

荒
砥
橋
架
け
替
え
は
、
お
年

度
に
予
定
地
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
橋
自
体

の
架
橋
位
置
は
現
況
の
下
流
約

6
メ
ー
ト
ル
の
予
定
で
す
が
西

回
り
幹
線
と
し
て
ど
の
ル

I
ト

を
通
過
さ
せ
る
の
か
が
重
要
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

は
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。
東

北
中
央
自
動
車
道
に
国
道
3
4

8
号
を
結
ぶ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
が
必
要
と

考
え
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
方

を
伺
い
ま
す
。

-
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
l

ク
を
ど
う
考
え
る

悶

幽

若
者
定
住
、
企
業
誘
致

西側から望む荒砥橋

阿
国
企
業
誘
致
や
定
住
促
進

を
は
か
る
う
え
で
、
本
町
に
と

っ
て
も
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

情
報
を
収
集
し
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
な
運
動
が
展
開
で
き
る

か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

-
広
域
文
化
施
設
を
ど
う

考
え
る

困

幽

広
域
に
よ
る
文
化
施
設

の
設
置
は
、
長
井
市
を
核
に
広

域
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
た
施
設
建
設
や
運
営
と
思

い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

阿
国
よ
り
効
果
的
、
効
率
的

に
町
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

費
用
対
効
果
も
十
分
に
は
か
れ

る
の
で
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

各
市
町
村
圏
域
の
住
民
福
祉

の
向
上
と
い
う
大
局
的
な
見
地

か
ら
の
見
方
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
考
え
ま
す
。

議会だよりしらたか第114号@



樋口与一朗議員

町民が税外負担している費用は

地域のなかで考え決めていただくもの町長

-
町
独
自
の
給
与
削
減
は

岡

田

白
鷹
町
の
、
普
通
会
計

職
員
1
2
9
人
の
年
間
給
与
総

額
は
8
億
1
0
4
1
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

1
人
当
た
り
の

平
均
給
与
費
は
6
2
8
万
円
で

類
似
団
体
(
山
形
県
で
は
川
西

町
と
遊
佐
町
)
の
平
均
給
与
は

5
6
6
万
円
で
す
。
今
後
、
町

独
自
の
給
与
削
減
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
か
。

阿
国
職
員
の
給
与
や
勤
務
条

件
は
、
人
事
院
勧
告
に
準
拠
す

る
と
い
う
基
本
方
針
で
運
営
し

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
考
え
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
今
、
国
で
議
論
さ
れ
て
い

る
公
務
員
制
度
改
革
の
今
後
の

状
況
に
よ
っ
て
は
、
新
た
な
対

応
も
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

-
税
外
負
担
は
地
域
で
対

応

岡
田

全
国
で
も
低
い
山
形
県

の
県
民
所
得
で
す
。
そ
の
な
か

で
も
下
位
に
あ
る
の
が
、
白
鷹

町
の
町
民
所
得
(
推
計
2
2
8

万
円
)
で
す
。
本
来
は
町
が
負

担
す
べ
き
費
用
で
あ
る
消
防
後

援
会
費
、
小
学
校
後
援
会
費
、

中
学
校
後
援
会
費
な
ど
種
々
の

税
外
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
仮
に
8
億
円

の
給
与
費
の
う
ち
3
%
を
削
減

す
れ
ば
、
町
民
が
税
外
負
担
し

て
い
る
費
用
は
十
分
に
賄
え
る

と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

阿
国
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
な

か
で
決
め
て
い
た
だ
く
も
の
で

地
域
づ
く
り
の
一
端
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
、
地
域
や
各
団
体
の
自
主

的
な
活
動
を
尊
重
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

-
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め

の
職
員
研
修
を

岡
田

行
財
政
改
革
大
綱
の
な

か
で
「
職
員
研
修
の
目
標
」
も

行
政
課
題
と
し
て
あ
が
っ
て
い

ま
す
。
「
ど
う
や
っ
て
町
民
の
暮

ら
し
ゃ
す
さ
に
つ
な
げ
て
い
く

か
」
を
推
進
す
る
能
力
を
育
て

る
た
め
の
職
員
研
修
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

圃
倒
閣
圃
職
員
が
い
か
に
町

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
、
そ

の
能
力
を
発
揮
で
き
る
か
を
研

修
す
る
の
が
最
も
重
要
な
こ
と

で
す
。
ま
た
、
企
画
立
案
能
力

と
公
正
な
執
務
能
力
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
幅
広
い
人
格
形

成
と
専
門
性
を
得
る
た
め
の
研

修
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

新規採用職員研修

-
外
郭
団
体
の
事
務
取
扱

+
J
O
 

岡

田

外
郭
団
体
の
会
計
事
務

な
ど
を
町
職
員
が
実
際
に
行
っ

て
い
る
の
か
ど
う
か
、
行
っ
て

い
る
と
す
れ
ば
、
ど
う
い
う
法

令
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

幅
閣
閣
圃
基
本
的
に
は
で
き

る
だ
け
外
郭
団
体
の
経
理
な
ど

は
、
町
職
員
が
直
接
関
わ
ら
な

い
よ
う
に
と
い
う
指
示
を
行
っ

て
い
ま
す
。

会
計
管
理
な
ど
の
不
祥
事
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
も
ふ
ま
え

民
間
・
地
域
の
方
々
が
自
主
的

に
対
応
す
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
た
だ
、
教
育
、
農
業

関
係
の
団
体
は
町
職
員
が
携
わ

ら
な
い
と
円
滑
な
事
務
執
行
が

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
、
関
与

し
て
い
ま
す
。

監
査
委
員
か
ら
は
各
団
体
が

自
主
的
に
責
任
を
も
っ
て
対
応

す
る
よ
う
に
と
の
指
摘
が
あ
り

ま
す
。

@議会だよりしらたか第114号





EE~~ 
審査の結果はどうなった

採択された請願

・脱原発社会に向けたエネルギー政策の転

換を求める意見書の提出に関する請願

請願者 さようなら原発県民アクション

呼びかけ人代表高橋義夫

継続審査になった請願
・消費税10%への増税中止について、意見

書の提出を求める請願

請願者西置賜革新懇話会

脱原発社会に向けたエネルギー政策の

転換を求める意見書

.エネルギー政策を原子力発電依存から再生可

能エネルギーへと転換することを求める。

・原子力発電所は、建設中のものも含め新たな

建設や増設は行わないことを求める。

・放射能情報を随時国民に公表すると共に、放

射能汚染物の処理に万全を期すことを求める。

代表世話人今泉義憲

困ヨ|人権擁護委員候補者

。自治功労者表彰

全国町村議会議長会

山形県町村会議長会

議員在職23年以上

岡田明前議員

町は8ヶ所の管理を指定管理者に委託します

施 設の名称 指定管理者の名称

白鷹町総合情報センター 白鷹町アルカデ、ィア財団

白鷹町テレワークセンター 白鷹町アルカデ、ィア財団

白鷹町ふるさと森林公園 白鷹町アルカディア財団

白鷹町森林総合利用施設 白鷹町アルカデ、ィア財団

白鷹町自然活用総合管理施設 白鷹町アルカデ、ィア財団

白鷹町産業センター 白鷹町アルカディア財団

ふるさと森林公園スカイサイクル 白鷹町アルカデ、ィア財団

白鷹町深山和紙振興研究センター 深山区

@議会だよりしらたか第114号

お詫び|

高橋武夫氏

小関陽一氏

前号2ページ、白鷹町立西中学校の「佐藤

ひで子さん」は「佐藤よし子さん」の誤りで

した。議会だよりをご覧になられた方からご

指摘をいただきました。また、 5ページの「他

面的」は「多面的」の誤りでした。深くお詫び、

して訂正いたします。

深山和紙センターと和紙人形



ーあの質問のゆくえ-

具体的な実践を目指す

食育・食農の推進計画は、具体的な実践を

目指し策定をしていきます。

町の食育・食農基本法を示しては

食育・食農の重要性を考える時、国|こは食育

基本法があります。不足を補うものとして、町

の食育・食農基本法を示せればと思いますがど

うですか。 平成20年3月定例議会

毎月 19日は「家族団らんの日」

白鷹町食育推進計画|呂、平成 22年 12月|こ決定し、町民総参加で取組む

食育推進計画となっています。町民一人ひとりが、生涯!こわ芝って心身を

健康|こ保ち、豊かな感性を持っていきいきと生活でさることを町の食育の

めざす姿とし「豊かな自然と農ある暮らし|こ感謝し、すこやかな心と体を

育み、笑顔かがやき、未来をつなぐ食文化のまち」を基本理念としていま

す。

推進の柱I~i食による健康づくりJi地産地消と安全・安心な食Ji食文化
の継承Ji食の楽しみと感謝の心」の4つの基本目標とスローガンを掲げて

います。

食の推進の実践にあ左つては、家庭を基本としながら学校、地域、関係機

闘が連携をはかり、毎月 19日を「家族団らんの日」として家族そろって食

卓を固めるよう、すべての町民の健全な食生活を支援していく食育推進計

画となっています。

恥
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公
民
館
活
動
の
一
環
と
し
て
、
数

十
年
振
り
巴
議
会
傍
聴
を
い
左
し
ま

し
だ
。一

般
質
問
者
の
万
々
は
白
鷹
町
の

発
展
を
ど
の
よ
う
巴
考
え
て
い
る
の

か
、
私
左
ち
巴
良
<
伝
わ
り
ま
し
だ

が
、
正
直
言
っ
て
安
心
と
不
安
も
蛍

え
ま
し
左
。

大
震
災
と
放
射
能
汚
染
と
大
変
な

一
年
で
し
左
が
、
こ
の
町
の
豊
か
な

自
然
と
住
み
よ
い
町
を
い
か
区
、
子

ど
も
達
巴
伝
え
残
し
て
い
け
る
の

か
、
さ
ら
巴
町
民
、
か
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
環
境
を
ど
う
つ
く
っ
て

い
く
の
か
の
き
め
細
か
い
施
策
を
真

剣
巴
検
討
し
、
白
鷹
町
を
一
緒
巴
つ

く
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し

定。

(
鷹
山
地
区

60 
代

女
性
)

議員席に飾られた啓翁桜

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
早
、
一

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
問
、
福

島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ
る
放

射
能
汚
染
の
問
題
が
発
生
し

そ
の
測
定
を
開
始
す
る
な
ど
当

町
に
あ
っ
て
も
多
難
の
一
年
と

な
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
今
年
は
昨
年
を
上

回
る
記
録
的
な
豪
雪
と
な
り

皆
様
に
は
、
日
々
、
除
排
雪
に
追

わ
れ
た
毎
日
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

3
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た

M
年
度
予
算
は
、
「
子
育
て
・
教

育
」
「
雇
用
・
産
業
」
「
地
域
」
の

3
分
野
に
重
点
を
置
い
た
対
前

年
度
比
削
%
増
の
積
極
予
算
と

な
り
ま
し
た
。

議
会
で
は
「
議
会
活
性
化
特

別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
聞
か
れ

た
議
会
、
活
力
あ
る
議
会
を
め

ざ
し
て
改
革
に
努
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
春
の
息
吹
を
感
じ
る
桜

の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
「
議
会

だ
よ
り
し
ら
た
か
」
も
、
古
か
ら

親
し
ま
れ
て
き
た
古
典
桜
の
よ

う
に
、
永
く
皆
様
に
親
し
ま
れ

る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り

ま

す

。

(

樋

口

)

発行責任者・議長

青 木 彰 柴

・郎副Eヨ尾署室・

委員長

関 千 鶴 子
副委員長・編集長

山田 《二
委 員

樋口与一朗
委 員

田中 毒E
委 員

菊T里予し、く子二
印刷・欄梅津印刷

次
の
定
例
議
会
は

6
月

で
す

お
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
で
議
会
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
録
画
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

議議
.d. .d. 
Z玄 Z玄

事だ
務よ
局り
(の
表ご
紙意
墾見
口F苛.
、よ;.;ーず

ま感
で想
あな
寄と;を
さ
い

議会だよりしらたか第1時@
この広報は、議員の自主編集で発行しています。
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